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令和３年度仁木町学校教育基本方針に係る保護者説明会

開催報告

１ 日時・場所

１０月２７日（水）１８：３０～２０：１０ （銀山生活改善センター）

２ 次第

（1）開会

（2）教育長挨拶

（3）資料説明

・国の動向について

・仁木町立学校の現状と課題について

・小中一貫教育について

・コミュニティスクールについて

（4）意見交換

（5）開会

３ 意見交換会の開催概要

⑴ 参加者

① 住民

８名（別紙「受付名簿」参照）

② 教育委員会

４名（岩井教育長、奈良次長、濱田主幹、佐々木）

⑵ アンケート結果

別紙「小中一貫教育に係るアンケート」参照

⑶ 住民からの主な意見等

（質問）現在までの取り組みのなかで「審議員」の委嘱については公表されているのか。

（回答）広報等で公表済み。

（質問）令和元年度に行われた意見交換会の内容について、町民や審議会に報告はしている

のか。

（回答）していない。銀山地区の意見がまとまり、方向性が決まってから報告することにな

る。
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（質問）学校教育基本方針と個別施設計画の内容はと別物なのか。

（回答）学校教育基本方針はソフト面の教育の方針等について定めるものであり、個別施

設計画はハード面の修繕計画等を定めた計画のため別物である。

（質問）この説明会の目的は何か。小中一貫教育にしたいということでよいか。

（回答）校舎の修繕が近い将来の課題としてあるが、修繕をしてからでは学校形態を変える

ことができないため、保護者の方々の意見を聞くための説明会である。

学校の枠組が変化してきており、学校改修も目前となっている。子供たちの発育を

考えた時、小中一貫教育にして、一つの学校を作ることでより広い教育が可能とな

ると思われる。

（意見）今後、銀山地域は劇的に子供は増えないと思われる。町としての教育に対する姿勢

の問題である。児童養護施設として地域の子供たちと一緒に子供は育つが、一部の

方々が偏見を持っていることも事実である。銀山に小中学校を作るなら話は成り

立つと思われる。

現実問題として、仁木地区に学校を統合した場合、子どもに何かあった際に、学校

からすぐに迎えに来てほしいと連絡が入っても常時対応することは難しい。銀山

小中は義務教育学校で仁木小中は小中一貫とし、選択することができるようにす

ることで、モデルケースとしてもできるのではないか。

（回答）銀山地域に関しては、尾根内の子供の事も考慮する必要があり、仁木地域に通学さ

せるとなると１時間早く出発することが必要となる。効率的な方法を考えたとき

に一貫校とすることがよいと考えるが、町が勝手に進める話ではなく、皆さんの意

見も聞いていきたい。

（質問）銀山に義務教育学校を設置するとすれば、どの程度の期間を要するのか。

（回答）今年度中に方針を立て、実際は改築や増築、校歌や校章等を考えると少なくとも４

年は必要である。

（質問）今日の説明会に小中学校の保護者の参加者が少ないが、どのように働きかけたのか。

（回答）義務教育学校を導入した場合、現在の中学生は卒業後の話となる。そのため、小学

校以下の保護者に対して説明会を実施した。

（意見）櫻ヶ丘学園も３０年２０年後はどのようになっているかわからないが、近い問題と

して、高校生に関しては JR が課題となる。在来線が廃止となると通学が大変にな

るので銀山から離れてしまう事となる。その分小中学生の生活枠は増加するが。人

数は１０～２０年後もいる。理想を言えば、小中学生の生活保障をすること。

単独で小中よりも地域にとっても有益な学校の整備をしてもらいたい。環境の整

備として銀山に義務教育学校や小中一貫校の設置はよいと思う。

（意見）少数でものびのび生徒は暮らしている。このままやっていければいいと思うが。学

校がなくなると考えていたが、学校の建て替え等で銀山に学校は残してほしい。
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（意見）動画見た感じだと小中一貫はよいと感じた。銀山地区は少人数でものびのび育って

いるので、少人数の良さもあると思う。

（意見）あまり深く考えていないが、メリットはわかったが、デメリットも教えてほしい。

デメリットとして、小学６年生のリーダーシップの問題や転校した時に授業でや

っていない等様々な問題はあるが、デメリットよりもメリットが大きいと考えて

いる。

（意見）今でも区域外就学の制度があるが、義務教育学校となっても銀山と仁木の学校を選

択できるようにしてもらいたい。その場合、保護者の送迎ではなく、大江からでも

良いので、スクールバスを利用できるようにしてほしい。

（回答）大江のスクールバスについては、大江小学校の統合した際に利用できるようにした

もの。銀山からの通学については別問題であり、銀山の生徒が大江から乗った場合、

通学路としていないため、災害共済給付の対象とはならず、学校の管理下外となる

ため、認めていない。ご了解願いたい。

【小中一貫教育に係るアンケート結果】（回答者８名）

※問４のその他の回答：デメリットに対する説明が少ないので判断が難しい
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小中一貫教育についてどのようなことを期待しますか
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小中一貫教育について 小中一貫教育の導入についてどのように
感じましたか

質問事項

回答結果
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令和３年度仁木町教育委員会教育委員研修視察

１ 日程

令和３年１１月８日 ８時３０分～１８時３０分

２ 出席者

⑴ 仁木町 ９名 別紙参加者名簿参照

⑵ 七飯町 ７名

與田教育長、扇田教育次長、楢山校長、小又教頭ほか３名

３ 発言内容

〇 與田教育長

・危険校舎があったため、統合した

・教育委員会が結論を出した

・３ヶ月で関係する全てのＰＴＡに説明した

・全ての住民が同意したわけではないが、しっかりと教育を行っていくことで理解してもらえ

ると考えている

〇 校長

・段階に応じて、疑問点が出てくる

・義務教育学校にして更によくなった（学校が蘇った）

・小中学校全てが義務教育学校になれば良いと感じている

・地域の方の学校に対する色々な思いが浮き彫りになってきた

・我々は、地域の方々が思っていることを具現化することが仕事

・地域の子どもと学校を預かっている

・町内会、保護者の思いは英語を話せるようにしてほしい

・大沼地区のことを知ってほしい

・英語を勉強するための教室を新たに作った

・副校長を英語教諭に置換えた

・養護教諭の一人を数学の教諭に置換えた

・英語の指導は２人体制で指導

・４年生以上は全科目で教科担任制を導入した

・１・２年生は、年間１０時間英語の学習

・１０〜１５人の児童に対し、４〜５人の先生が指導に入る

・小学校の教諭は、一日に１時間は空き時間を作っている

・部活動は５年生から参加

・４５分と５０分での授業時間とした

・今年からは５０分の授業時間とした

・小学生の５分は授業以外に活用

・４−３−２のどこが良いか、現在ではわからない、これから進めていくとわかってくる

・４年生以上の児童生徒会

・８・９年生を外部と交流を

・４年、７年、９年での区切りを付ける

・運動会は１年〜９年の縦割で実施

25



〇 扇田教育次長  

・開設準備委員会を設置した  

・学校名は７０〜８０の応募があった  

・児童生徒に選挙方式で投票させた  

・義務教育学校の検討を進めてから１年６か月で開校した  

・町内会、ＰＴＡ、保護者に対し説明会を開催した  

・補助申請が実施設計後の額が出る前に締切となったため、道の単価を準用した  

・スクールバス費用については、２千万円から４千万円に増加  

・LGBTの対応として、ブレザー、多目的トイレが必要  

・多目的トイレ、誰でも使えるトイレとして活用  

〇 堀氏（ＰＴＡ会長）

・子どもの立場からは悪い面はない

・大沼地区は教育熱心な保護者が多い

・英語の授業参観（２年生）を地域住民が参加

・地域住民には授業参観に限らず、様々な行事に参加してほしい

〇 山川氏（教育委員）

・孫４人が通学している

・とても楽しい学校ということが伝わってくる

・新しい学校文化を作り上げるという気持ちが伝わっている

・スクールバス（１０名位）が集まる乗場では、高学年が低学年を支えて乗降している
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